











































































異なるが、近松（2009）では、 １ ～ 6 のモデルを以下のように分類している。
　① FLAC（Foreign Languages Across the Curriculums）：教師は専門科目
の教師であり、学習者の母語で講義をするが、学習目標言語による補助教
材を使用する。母語で学ぶことにより、内容の理解を深める。







































１ FLAC 内容 L１（＋L2） 補助ツール 専門 母語話者
2 LSP 言語 L2 主目的 言語 非母語話者（専門）
3 Theme-based 言語 L2 主目的 言語 非母語話者
4 Sheltered 内容 L2 主要ツール 専門 非母語話者
5 Adjunct 内容 L１・L2＊ 主要ツール 専門 母語・非母語話者
6 New 内容・言語 L2 主要ツール 言語 非母語話者
　L１＝母語、L2＝学習言語（＊ 5 の場合は対象言語が母語話者にとってL１，非母語話者にとってL2）
CONTENT-BASED LANGUAGE TEACHING:


















2 ． 3 　CLILについて
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